
周りの人からの期待（同僚・後輩・他部門・顧客等）





長期にわたる仕事には中間目標を設ける



あなたの根回し力



　　「変革の時代」「たいへんな時代」「生活優位の時代」「構造的変化の時代」「能力主義
の時代」「成果主義の時代」「格差社会の時代」などなど、バブル崩壊以降時代を表現す
る言葉も一変しました。いずれも従来のやり方では、もう経営が成り立たないことを示
唆しています。
　実際、今の世の中の景気は単なるバブル期の反動ではなく、世の中が構造的に変化し
ていることによるものです。ですから企業経営にも新たな舵取りが迫られているのです。
いままでは、日本企業の成長の鍵だった　「新卒採用」「年功序列制度」そして多くの社
員が一つの企業に一生をささげる「終身雇用制度」そのものが弊害となってきている時
代です。ですから企業そのものが試行錯誤しながら経営をしているような状況なのです。
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　管理職ポストの削減、中高年のリストラ、人事評価シ
ステムの変更、非正規社員率の増加、個人目標の明確化
などがあなたの職場でも行われているのではないでしょ
うか。今、多くの職場において何かが着実に変わりつつ
あります。急激な環境変化に対応するために、多くの企
業で経営システムそのものの見直しをすすめているのが
現状だからです。



　企業は、どちらかというと聖域扱いされてきた人件費そのものに、手をつけざるを得
ない状況に追い込まれました。しかし、だからといって従業員の給与水準そのものを大
幅に引き下げるわけにもいきません。

　　　　　　　　　　　　経済のグローバル化は、新興国の安い労働力がつくる日常の
標準的製品が先進国に流れ込み、それが世界的規模での価格破壊を引き起こしたといわ
れています。

的に高い
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　今や経済界では新しい雇用慣行・制度を模索する動きが広まっています。早期退職制
度や関連会社・子会社への出向制度は、以前から一部の企業で実施されていましたが、
今後は新卒採用そのものを縮小し、人手の足りない好況時には契約・派遣社員などで社
員数を調節しようとする動きがあります。また子会社への出向ではなく転籍を積極的に
すすめる動きすらあります。
　管理職に対する定年制や年俸制の導入、一般社員に対する企画・営業の分野を対象と
した年俸制の導入、さらには営業部門、技能部門などを対象にした契約制社員あるいは
請負の導入が既に広まっています。このような制度は中高年齢者の問題だ、といってい
る訳にはいきません。若手ビジネスパーソンにも新たな対応が迫られているのです。

12



13



I T 機器

14



15



I T 機器

I T 機器
I T機器

I T 機器

I T 機器

16



17


